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　【学内活動】
（学内職歴を含む）

情報処理センター職員を兼務し、学内の情報インフラの利活用や情報教育に関わる業務に携わっ
た。学内委員としては、国際交流委員会および同委員会のワーキンググループのメンバーとして、本
学の国際交流の促進に関わった。また、就職委員会のワーキンググループ・リーダーを務め、本学
教員の就職支援意識調査を実施した。その他、カリキュラム改革実行委員、ネットワーク委員、情報
処理センター運営委員を担当し、学内業務に従事した。クラブ顧問としてハンドボール部の顧問を
担当した。

　【研究上の特記事項】

平成27年度は、奈良大学研究助成を受けて、「移動型簡易GISデータサーバー」を搭載した「調サイ
クル君」の開発を行い、島根県益田市において試験運用を行った。また、大東市歴史民俗資料館の
受託研究を受けて、奄美大島所在の原野農芸博物館所蔵だんじりのデジタル・アーカイブを行っ
た。地理情報標準関する研究では、遺跡GISモデリング研究会に参加し、考古学における編年を軸
とした時間情報の管理方法についての検討を行った。『平尾釟三郎日記』研究では、リーズ大学の
研究員であるフェルナンド・サンチェス氏と共同研究を行った。国際的な研究としては、ロンドン大学
（UCL）のアンドリュー・べヴァン教授の依頼を受けて、「アジアにおける稲作と人口：日本の稲作
（1883-1954）」研究プロジェクトに参画し、クラウド・ソーシングによる研究を行った。同研究は、
http://crowdsourced.micropasts.org/project/japanrice/　から参照することができる。

　【教育上の特記事項】

平成27年度は、奈良大学文学部地理学科の一回生を対象とした「地域調査レポート合宿」を試験的
に実施し、島根県益田市で活動を展開しているNPO法人アンダンテ21と協力して、フィールドワーク
を主とした地域教育の実践を試みた。また、学外での調査には、積極的に学生を同行させ、地域の
諸問題を一緒に考える機会を作るとともに、学期末には学外の企業関係者等を招いて卒業論文研
究発表会および巡検報告会を開催した。講義外でのこうした取り組みを通して、社会で生きていくた
めの基礎的技術と問題意識の向上に努めている。本年度は、こうした活動に加えて、陝西師範大学
から一名の留学生を受け入れるとともに、中国と日本の社会問題を比較しながら演習を行って学生
らの国際意識の向上に務めた。その教育効果として、演習を受講していた学生一名が平成28年度
の交換留学生として、現在、陝西師範大学に留学中である。

　【社会的活動】

本年度は、島根県益田市のNPO法人アンダンテ21および大阪府高槻市のNPO法人フィールドと学
術協定を締結し、分析調査の受託や、デジタル・アーカイブ技術の開発、地域教育に関するイベン
ト企画等を行った。また、主として子供向けの教育イベントとして「GISDay in 関西【奈良】」の企画運
営に携わり、企業とNPO法人、学会組織と協力してGISの普及活動を行った。

授業科目

学部担当科目

・地理学実習
・地理学講読・調査法（六）
・地理学演習（六）
・地理学卒業演習（六）
・地理情報システムII
・画像処理・リモートセンシング論

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・地理情報システム

所属学会 地理情報システム学会、日本写真測量学会

専門分野 文化情報学

研究課題

①ウェーバー社会学の方法とオブジェクト指向GISの融合（理念型モデル化分析法）に関わる研究
②低コストかつ効率的なマルチメディア・アーカイブの方法開発
③RaspberryPiを用いた野外調査システムの開発
④地理情報標準に関する研究
⑤地域活性とグローカル教育に関する研究
⑥米国地理雑誌『ナショナル・ジオグラフィック』に関わる研究
⑦『平尾釟三郎日記』の分析研究

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

最終学歴 同志社大学大学院文化情報学研究科

取得学位 博士（文化情報学）
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単著

共著

共著

単著

②

③

（その他）

① 地域創成における大学の役
割

2016年3月
GISDay in 関西【奈良】
特別講演会

現代日本における地方の過疎化と都市
の人口集中問題を大学教育の視点から
論じるとともに、NPOとの連携によって実
現できることや、将来の展望について発
表した。

②

③

（学会発表）

① 限られた環境での文化財の
撮影方法について

2015年12月
第20回　中・四国九州
保存修復研究会

ガラス乾板や彫刻など、様々な文化財を
限られた予算、限られた環境、限られた
時間の中で効率的に行うための方法に
ついて発表を行った。

②

③

（報告書）

① 原野農芸博物館所蔵だんじ
りのデジタル・アーカイブ

2016年3月

だんじりを活かした地域
共働事業実行委員会
報告書II　「だんじりの
記録、だんじりの記憶」

一般的に文化財の撮影は撮影スタジオ
で行われるのが理想的であるが、災害で
被災した文化財の撮影は極めて限られ
た環境で行う必要がある。本報告書で
は、原野農芸博物館での作業内容を報
告するとともに、様々な環境下での撮影
方法の考案や、汎用的なデータベース・
スキーマの開発について報告した。

（学術論文）

①奈良大学図書館所蔵「北村
信昭文庫」写真乾板資料のデジ
タル化について

2016年3月 奈良大学紀要

奈良大学図書館に所蔵されている北村
信昭文庫のガラス乾板を低下価格で迅
速にデジタルアーカイブ化する試みを行
うと同時に、デジタル化したデータをWeb
上で公開するためのシステムを開発し
た。本稿では、その具体的な方法につ
いて説明するとともに、得られたデジタル
画像の内容の検討を行った。

②

③

（著書）

①

研究業績[著書、学術論文等]

著書､学術論文等の名称
単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
概　　　　　　　要


